
とりがないてるよ 

ヨアル・ティーベリ／ぶん 

アンナ・ベングトソン／え 

オスターグレン 晴子／やく   

福音館書店 （2014） 

 

 みみをすますときこえてくる、とりのこえ。ツ

ピッツピッとないているのはシジュウカラ。カォ

ォォ～カォォォ～となくのはワタリガラス。では、

フィフィ、フィフィ～となくのは、なんというと

りでしょう。たくさんのとりのなきごえがたのし

めるえほんです。 

 

えほんいろいろ Ｎｏ．１６７ 

２０２５年 ７月 富田林市立図書館 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ことりのうち 

さとう わきこ／さく・え 

福音館書店（2006） 

 

 ことりのうちをつくりました。しかし、おお

きなとりがやってきました。おおきなとりのす

をつくります。しばらくすると、おおごえでな

きました。じつはかぞくとはぐれてしまったよ

うです。おおきなとりは、ぶじにかぞくにあえ

るでしょうか。 

したきりすずめ 

まつたに みよこ／ぶん 

むらかみ こういち／え 

ポプラ社（１９68） 

 

むかし、じいと、ばあがおった。あるひ、じい

がかわいがっていたすずめがいたずらをして、お

こったばあは、すずめのしたをハサミできってし

まった。じいは、にげていったすずめのことがし

んぱいで、さがしにいった。したきりすずめどん

のおやどは、みつかるかな？ 

 

１１ぴきのねことあほうどり 

馬場 のぼる／著 

こぐま社（1972） 

 

 

 

 11 ぴきのねこが、コロッケのみせをはじめま

した。まいにちせっせとつくります。でも、うれ

のこるようになったので、ばんごはんはのこった

コロッケ。きょうもあしたもコロッケばっかり。

とりのまるやきがたべたいなあ。そんなとき、い

ちわのあほうどりがやってきました。 

ことりのみずあび 

マリサビーナ・ルッソ／作 

なかがわ ちひろ／訳 

あすなろ書房 （２０１５） 

 

ことりはだいすきなみずあびにでかけたよ。で

も、みずたまりはおおきすぎたり、ちいさすぎた

り、ほかのことりでいっぱいだったり、ボール、

こども、いぬにじゃまされたりとさんざんだった。

しょんぼりしてかえるとちゅう、ことりはとても

いいものをみつけたよ。 

かるがもひなちゃん 

おんなじおんなじ 
かんちく たかこ／文 

箕輪 義隆／絵 

アリス館 （2024） 

 

かるがものひなたちが、おいけにむかってあ

るいていると、てんとうむしや、あまがえるに

であいました。それぞれ、かるがもとおんなじ

ところがみつかります。さいごにであったのは

かめです。かるがもとかめ、おんなじところは

あるのでしょうか。 

と り 


